
国際拠点港湾

概  要
●設立／昭和27年 9 月 1 日
●港湾区域告示／昭和27年11月21日
●重要港湾指定／昭和26年 1 月19日
●特定重要港湾指定／平成13年 4 月 1 日
●国際拠点港湾指定／平成23年 4 月 1 日
●開港指定／昭和29年 7 月 1 日
●所在市町村／塩竈市・多賀城市・七ヶ浜町
　・利府町・松島町・東松島市
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港湾区域

　塩釜地区は、奈良時代にその歴史が始
まると伝えられ、藩政時代には藩主伊達
政宗公により港の整備が進み、四代綱村
公の特別保護政策のもとに繁栄をみた。
明治維新後、特別保護策の廃止により衰
微したが、明治15年修築工事が開始さ
れ、同43年の第２種重要港湾の指定、昭
和９年の開港指定等を経て、今日の港の
基礎が形成され港勢も急速に発展した。
　その後、戦時中に一時港湾機能が低下
したが、昭和25年の港湾法制定に伴い同
26年重要港湾に指定され、同30年２月に
承認を受けた港湾計画に基づき、同44年
までに、主に貞山ふ頭の岸壁、桟橋、上
屋等の整備が進んだ。
　また、東宮地区においても港湾施設と
臨海企業団地の整備が進められ、現在、

プロフィール
主要係留施設としては、公共ふ頭が22
バース（−3.0〜−8.5m）、専用ふ頭が13
バース（−4.5〜−7.5m）となっている。
　しかしながら、塩釜港区は浅海域にある
狭隘な港で、岸壁の大型化が進まないこ
とに加え施設が老朽化してきたため、港湾
の再開発により内貿機能の強化を図るこ
ととし、その先導的施設として塩釜港旅客
ターミナル「マリンゲート塩釜」が平成
８年７月にオープンした。
　平成13年４月には、東北地方初の特定
重要港湾に昇格したことを機に港名を仙
台塩釜港に変更した。また、平成19年３
月、貞山地区貞山２号ふ頭岸壁（−9.0ｍ）
の改築が竣工し供用を開始した。平成24
年10月には、東北を牽引する中核的国際
拠点港湾を目指し、仙台塩釜港、石巻港、

松島港の3港を統合一体化した。翌年6月
の港湾計画改訂では、地域産業の物流拠
点や観光港としての機能強化を目指すと
し、今後は小型貨物船に対応したバルク
貨物の集約などを図っていくこととして
いる。

Profile of the Port of Shiogama

Port of Shiogama is said to have been founded 
during the seventh century. In the early seventeenth 
century, Lord Date Masamune, the feudal leader, 
improved its facilities. Under the special protection 
policy of the fourth lord, Date Tsunamura, the port 
prospered but this policy was terminated in the early 
days of the Meiji Restoration. In 1882, repair work 
on the port began and in 1910, it was designated 
a class 2 important port.
Although operations decreased during the war, Port 
of Shiogama was designated an important port in 
1950. Improvements to the piers and sheds of the 
Teizan Wharf were completed in 1969 in 
accordance with the Ports and Harbors 
Improvement Plan, which was developed and 
approved in February 1955. Also in the Togu area, 
port facilities and coastal industrial park have been 
consolidated and currently its main mooring facilities 
include 22 public berths (-3.0– -8.5m) and 13 
private berths (-4.5m– -7.5m).
However, as it was realized that Shiogama is 
located in a narrow and shallow harbor and 
therefore wharves for large ships could not be 
added and existing facilities were out of date, the 
improvement port plan was reorganized. The 
highlight of this redevelopment is the Marine Gate 
Shiogama, the new tourist ferry terminal that opened 
in July 1996. 
In April 2001, the port was designated as a 
specially designated major port and changed its 
name to Port of Sendai-Shiogama. 
In March 2007, improvements to the No. 2 Teizan 
Wharf (-9m) were completed. 
In October 2012, Port of Sendai-Shiogama, Port of 
Ishinomaki and Port of Matsushima were integrated 
in order to become the leading international hub 
port in the Tohoku region.
The Ports and Harbors Improvement Plan was 
revised in June 2013 to include the port’s role as a 
distribution center for the local industry and as a 
tourism port.
In the future, the promotion of bulk cargo 
consolidation will be carried out in response to small 
cargo ships.

奈良時代	 国府、多賀城の外港並びに製塩地とし
て栄える。

明治15年	 塩釜港修築工事（浚渫埋立）起工。
明治33年	 三陸沿岸と通商開始。
明治43年	 港湾調査会により第２種重要港湾に指

定される。
大正４年	 第一期築港工事起工。
大正15年	 塩釜港務所設置。

昭和８年	 3,000屯バース、1,000屯３バースの繋
船岸壁、延長1,200mの物揚場、水深
6.7mの航路5,000m、臨港鉄道2,575

	 m、埋立地59万㎡、臨港道路5,080mの
第一期工事完了。

昭和９年	 横浜税関支署設置。
昭和18年	 東北海運局設置（平成元年度仙台市に

移転）。
昭和22年	 運輸省より公共事業として維持補修工

事起工。
昭和23年	 第二管区海上保安本部設置、塩釜港長

事務所設置。
	 港則法による特定港に指定される。
昭和25年	 塩釜海上保安部設置。
昭和26年	 港湾法による重要港湾に指定。
昭和28年	 東京検疫所塩釜出張所開設。
昭和30年	 第６回港湾計画会議において商港の長

期計画決定。
昭和34年	 貞山ふ頭１号岸壁供用開始。
昭和37年	 貞山ふ頭１号上屋完成。
昭和39年	 新産業都市建設地域に指定される。
昭和40年	 貞山ふ頭２号桟橋供用開始。
	 千賀ノ浦旅客桟橋供用開始。
	 横浜植物防疫所塩釜出張所開所。
昭和41年	 千賀ノ浦旅客上屋完成。
	 貞山ふ頭２号上屋完成。
昭和42年	 塩釜港港湾区域変更（仙台港区編入）。
昭和44年	 貞山ふ頭３・４号桟橋供用開始。
昭和48年	 中ふ頭上屋完成。
	 廃油処理施設完成。
昭和51年	 海面清掃船「せいかい」就航。
昭和59年	 西ふ頭上屋完成。
平成元年	 観光船用浮桟橋供用開始。
平成２年	 港湾区域の変更（漁港区を除く）。
	 臨港鉄道廃止。
平成３年	 中の島PBS一部（84m）供用開始。
	 西ふ頭２号上屋完成。
平成５年	 第３セクター塩釜港開発株式会社（12

月）設立。
平成７年	 海面清掃船「SEAクリーン号」就航。
平成８年	 塩釜港旅客ターミナル「マリンゲート

塩釜」オープン。
平成11年	 中の島及び笠神PBS完成。
平成13年	 港湾法による特定重要港湾に指定され

るとともに、港名を塩釜港から仙台塩
釜港に変更。特定重要港湾昇格記念式
典（重要港湾指定50周年）を挙行。

平成17年	「マリンゲート塩釜」が「みなとオアシス」
に認定される。

平成19年	 貞山２号ふ頭岸壁（-9m）供用開始。
平成23年	 東日本大震災発生（3月）。
	 港湾法による国際拠点港湾に指定され

る（4月）。
平成24年	 仙台塩釜港、石巻港、松島港が統合し、

仙台塩釜港塩釜港区となる（10月）。
令和５年	 新貞山ふ頭1号岸壁供用開始。

塩釜港区のあゆみ

マリンゲート塩釜

地域基幹産業の輸送拠点

地域産業支援港湾

臨港地区
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（既定計画）
（既　　設）

（既定計画）
（既　　設）

（既定計画）
（既　　設）

（既定計画）
（既　　設）

（既定計画）
（既　　設）

（既定計画）
（既　　設）

公 共 岸 壁

防波堤・波除堤

航 路・泊 地

（既定計画）
（既　　設）物 資 補 給 岸 壁

公共耐震強化岸壁

公共耐震強化物揚場（既定計画）

公 共 物 揚 場

専 用 岸 壁

公 共 船 揚 場

（既定計画）
（既　　設）

ド ル フ ィ ン

（既定計画）
（既　　設）

小 型 桟 橋

（既定計画）
（既　　設）埠 頭 用 地

（既　　設）緑 地
（既　　設）そ の 他 緑 地

（既定計画）
（既　　設）

交 通 機 能 用 地
（ 臨 港 道 路 ）

（今回計画）
（既定計画）
（既　　設）

（既　　設）そ の 他 道 路

（既　　設）放置等禁止区域

そ の 他 の 用 地

（既定計画）
（参　　考）

施 設 撤 去
海岸保全ライン
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仙台塩釜港（塩釜港区）港湾計画平面図

主要港湾施設（公共）
■上屋

■係留施設（岸壁 7 バース、桟橋 11 バース）

■荷捌地・野積場

仙台塩釜港（塩釜地区）港湾計画概要（平成25年改訂）
■施設計画■整備方針

①老朽化、狭隘化した港湾を再開発し、内貿機能を強化する。
②旅客船ふ頭を整備し、港奥部の観光機能を強化する。
③海洋性レクリエーション需要に対応するプレジャーボート収
容施設を整備する。

④大規模地震災害に備え、耐震性の高い港湾施設を整備する。

+防波堤	300m
■目標年次（平成30年代後半）における取扱貨物量

平成29年３月時点の港湾計画平面図を基に時点修正しているものです。

外　　　　貿 35万トン
内　　　　貿 320万トン
合　　　　計 355万トン

区　分 計画事業量
航　路 − 9m

ふ
　
　
　
　
頭

公共
− 9m　　1バース

− 5.5m　1バース

専用 − 7m　130m

土　　地
利用計画

150ha
（うち緑地 12ha）

所在区分 名　　　称 施設区分 棟数 床面積（㎡）

貞山ふ頭 貞山県営１号〜
2号上屋 一般上屋 2 8,963

中ふ頭 中ふ頭 1号〜
2号県営上屋 一般上屋 2 1,911

西ふ頭 西ふ頭１号
県営上屋 一般上屋 1 821

名　　　称 延長（m） エプロン幅（m） 水深（m） 船型（DWT） バース数
貞山ふ頭１号岸壁 160 20 − 9.0（暫定− 7.5） 10,000 1
貞山ふ頭２号岸壁 213 20 − 7.5 10,000 1
貞山ふ頭３号桟橋 130 30 − 7.5 7,500 1
貞山ふ頭４号桟橋 130 30 − 7.5 7,500 1
東ふ頭岸壁 320 6 − 7.5 4,500 3
中ふ頭東側岸壁 128 11〜 14.8 − 4.5 1,500 2
中ふ頭東側桟橋 130 20 − 7.5 7,500 1
中ふ頭西側桟橋 157 10 − 4.5 700 2
西ふ頭桟橋 320 26 −4.5〜−5.5 1,500 〜 2,000 4
西ふ頭観光桟橋 285 14 − 4.5 − −
千賀の浦観光物揚場 263 6 − 3.0 400（G.T.） −
東宮ふ頭桟橋 180 34 − 5.5 3,000 2

種　　　別 名　　　称 面積（㎡）

荷捌地
西１号〜２号荷捌地 1,169
中３号荷捌地 1,591
貞山１号〜４号荷捌地 19,693

野積場
中１号〜６号野積場 8,028
東１号〜６号野積場 19,179
貞山１号〜２号野積場 14,797

124m

346m

178m
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概  要
●設立／昭和29年 4 月 1 日
●港湾区域告示／昭和29年 5 月21日
●重要港湾指定／昭和39年 4 月 1 日
●国際拠点港湾指定／平成24年10月17日
●開港指定／昭和42年 6 月 1 日
●所在市町村／石巻市・東松島市

PORT OF ISHINOMAKI
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Ｅ仙台塩釜港石巻港区

港湾区域

臨港地区

　石巻港区（内港）は、古くから伊
い し

寺
水
み な と

門と称される小さな港町だったが、元
和９年（1623年）に伊達政宗の命を受け
た川村孫兵衛により河道が開削されて以
来、北上川の水運が開け、仙台、岩手県
水沢、遠くは江戸に至る米穀の積出地と
して繁栄した。
　しかし、江戸末期以降、流下土砂の埋
積等により河口港としての機能が低下し
たため北上川低水工事を施行し、一時船
運の便が良くなったが、明治20年の東北
本線の開通により衰退の一途を辿った。
　これを打開するため、明治44年から昭
和21年にかけて港湾施設を整備し、500
トン級貨物船の出入も自由になり港勢は
伸長したものの、河口港の性格上、飛躍
的発展は望めなかった。

プロフィール
　そこで昭和35年、河口西方約３kmの
釜地区で工業港の建設に着手し、39年に
は新産業都市仙台湾地区の指定及び重要
港湾の指定を受け、県北部の拠点港とし
て整備が進められてきた。さらに52年、
大曲地区が港湾区域に編入され、岸壁等
の整備が実施された。
　現在、主要な係留施設は、公共ふ頭が
31バース（−4.5〜−13m）、専用ふ頭が15
バース（−4.5〜−7.5m）となっている。
　一方、港湾背後地には、木材関連、食
品飼肥料、鉄鋼造船等多数の企業が立地
しており、昭和42年に第一船が入港して
から取扱貨物量は順調に推移してきた。
　このように石巻港区は、今後ますます
の発展が予想されることから、昭和56年
３月に沖合埋立地（雲雀野地区）造成の

港湾計画が策定された。雲雀野地区は平
成3年8月に公有水面埋立免許を取得
し、同10年7月には中央ふ頭１号岸壁

（−13.0m）、平成17年10月には中央ふ頭
２号岸壁（−13.0ｍ）、平成18年10月に
は北ふ頭岸壁（−10ｍ）が竣工し、供用
開始している。
　平成24年10月には、東北を牽引する中
核的国際拠点港湾を目指し、仙台塩釜港、
石巻港、松島港の3港を統合一体化した。
これに伴う翌年6月の港湾計画改訂では、
原材料や燃料の輸入拠点としての機能強
化を図るとし、大型バルク貨物船への対
応や企業誘致を行っている。
　また仙台塩釜港における観光交流機能
の強化として、大型クルーズ客船の受け
入れ体制の強化を図っている。

Profile of the Port of Ishinomaki

Port of Ishinomaki used to be a small port called 
Ishiminato. After Magobei Kawamura improved 
the Kitakami River under the orders of Date 
Masamune, it prospered as a rice port between 
Mizusawa, Iwate Prefecture, Sendai and Tokyo. 
Although low-flow channel improvement works on 
the Kitakami River made its waterway service more 
convenient, the port went into decline after the 
Tohoku Honsen Train Line began operations in 
1887. Improvements were further made between 
1911 and 1946, opening the port to 500-ton 
cargo ships. However, as it was only a river port, 
it did not develop to the extent that was expected.
In 1960, an industrial port was constructed in the 
Kama area, two miles west of the Kitakami River 
estuary. It was designated a Port of Sendai New 
Industrial Town and an important port in 1964. 
Ishinomaki has developed into the central port for 
the northern region of the prefecture. In 1977, the 
Omagari area was incorporated into the port 
area, and its facilities were improved. At present, 
the port has 31 public berths (-4.5– -13m) and 15 
private berths (-4.5– -7.5m).
Port of Ishinomaki area now has many companies 
that handle timber, food products, metals, 
machinery and ships. The amount of cargo the 
port handles has steadily increased since 1942 
when its operations began. Freight trade has 
increased as well since the first freighter came into 
port in 1967. 
In March 1981, a landfill project for the Hibarino 
area was approved as part of the port plan for 
further development. In August 1991, a landfill 
license was granted, and landfill projects were 
promoted. In March 2005, the port plan was 
revised, and in October 2006, the Kita Wharf 
(-10m) opened. 
In October 2012, the Port of Sendai-Shiogama, 
Port of Ishinomaki and Port of Matsushima were 
integrated in order to become the leading 
international hub port in the Tohoku region.
The Ports and Harbors Improvement Plan was 
revised in June 2013 to reinforce its functions as a 
center for importing raw materials and fuel, 
reinforce the response to large bulk ships and 
attracting companies to the area. By strengthening 
the role in tourism exchange, the system for 
receiving large passenger cruise ships can be 
reinforced.

着工前の石巻港区 客船「ダイヤモンド・プリンセス」

【係留中の ZEN-NOH	GRAIN	MAGNOLIA】

石巻港区のあゆみ

～平成25年11月15日、パナマックス級貨物船が初入港しました～

元和９年	 伊達政宗の命を受けた川村孫兵衛重吉
が北上川の開削工事に着手。以降石巻
は、米穀の積み出し港として繁栄した。

明治32年	 石巻税関監視署開設。
明治44年	 河口埋立対策事業や港湾施設整備を行

い、500トン級貨物船の航行が可能とな
昭和21年 った。
昭和25年	 地方港湾に指定される。
昭和35年	 全国総合開発計画に基づく北上川特定

地域開発計画の一環として、河口西方約
３kmの釜地区へ工業港の建設を始める。

昭和39年	 新産業都市（仙台湾地区）に指定され
るとともに重要港湾に指定される。

	 中央港湾審議会第23回計画部会で港湾
計画が決定される。

昭和42年	 第一船が入港するとともに出入国港に
指定される。

昭和43年	 検疫法による検疫港に指定される。ま
た、植物防疫法による木材輸入港にも
指定される。

	 東京検疫所石巻出張所開設。
昭和44年	 植物防疫法による穀物輸入港に指定さ

れる。
昭和46年	 植物防疫所石巻出張所開設。
昭和56年	 中央港湾審議会第92回計画部会で港湾

計画が改訂される（雲雀野地区整備計画）。
昭和59年	 港湾区域の拡大。
昭和62年	 港則法による特定港に指定される。
平成３年	 家畜伝染病予防法による動物検疫港に

指定される。雲雀野地区の埋立免許取
得。早期供用を目指し、整備が進めら
れている。

平成６年	 動物検疫指定上屋（保税）設置。
平成10年	 雲雀野中央ふ頭１号岸壁（−13m）供

用開始。
平成17年	 雲雀野中央ふ頭２号岸壁（−13m）供

用開始。
平成18年	 雲雀野北ふ頭岸壁（−10ｍ）供用開始。
平成23年	 東日本大震災発生（3月）。
	 国際バルク戦略港湾に指定された鹿島

港と連携港湾となる。
平成24年	 仙台塩釜港、石巻港、松島港が統合し、

仙台塩釜港石巻港区となる（10月）。
平成29年	 開港50周年記念式典を挙行。
平成30年	 大型客船「ダイヤモンド・プリンセス」

初寄港（9月）。

〜
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国際拠点港湾

仙台塩釜港石巻港区

原材料・燃料の輸入拠点

広域基幹産業拠点港湾
■船舶の概要
・船名：「ZEN-NOH GRAIN MAGNOLIA」
・建造年：平成23年10月
・船種：ばら積み貨物船
・重量トン数：82,165DWT
・全長：228.99m
・全幅：32.26m
・最大喫水：14.429m
・係留岸壁：日和ふ頭7号岸壁
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仙台塩釜港（石巻港区）港湾計画平面図

■荷捌地・野積場・貯木場

仙台塩釜港（石巻港区）港湾
計画概要（平成25年改訂）

主要港湾施設（公共）主要港湾施設（公共）

■計画方針
①港湾背後企業の競争力を強化する
ため、船舶の大型化に対応した物
流機能の強化を図る。

②大規模地震発生時の緊急物資輸送
対策と効率的な耐震強化岸壁の配
置を図る。

③安全で効率的な荷役と船舶の安全
な航行・停泊を確保するため、港
内静穏度の向上を図る。

④港湾と背後地域及び港湾内の円滑
な交通を確保するため、臨港交通
体系の充実を図る。

⑤中心市街地と港の交流・レクリエー
ション機能を連携させ、賑わいあ
る港まちづくりを図る。

■上屋

■船舶給水施設

■係留施設（岸壁 26 バース、桟橋 5）

凡 例
（今回計画）
（既定計画）
（既　　設）

航 路・泊 地

（既定計画）
（既　　設）

防波堤・波除堤

（今回計画）
（既　　設）

公 共 岸 壁

（既　　設）物 資 補 給 岸 壁

（今回計画）公共耐震強化岸壁
（既　　設）
（既　　設）

公 共 物 揚 場
公 共 船 揚 場

（今回計画）
（既定計画）
（既　　設）

専 用 岸 壁

（今回計画）
（既　　設）

ド ル フ ィ ン

（既定計画）
（既　　設）

小 型 桟 橋

（今回計画）
（既定計画）
（既　　設）

埠 頭 用 地

（既定計画）
（既　　設）

緑 地

（既定計画）
（既　　設）

交 通 機 能 用 地
（臨港道路）

（今回計画）
（既定計画）
（既　　設）

そ の 他 の 用 地

（計　　画）

（参　　考）

施 設 撤 去

（開発空間の留保）将 来 構 想
海岸保全ライン

平成29年３月時点の港湾計画平面図を基に時点修正しているものです。

名　　称 延長（m）エプロン幅（m）水深（m）船型（DWT）バース数
南浜10,000	t 岸壁 165 20 −		9.0 10,000 1
南浜　5,000	t 岸壁 130 20 −		7.5 5,000 1
潮見　1,000	t 岸壁 290 15 −		4.5 1,000 5
日和　1,000	t 岸壁 380 15 −		4.5 1,000 5
日和10,000	t 岸壁 165 15 −		10.0 10,000 1
日和15,000	t 岸壁 185 20 −		11.0 15,000 1
大手　5,000	t 岸壁 260 20 −		7.5 5,000 2
大手　2,000	t 岸壁 320 15 −		5.5 2,000 3
中島　2,000	t 岸壁 130 15 −		5.5 2,000 1
中島15,000	t 岸壁 372 20 − 10.0 15,000 2
中島　1,000	t 岸壁 60 15 −		4.5 1,000 1
雲雀野中央ふ頭 1 号岸壁 260 20 − 13.0 40,000 1
雲雀野中央ふ頭 2 号岸壁 260 20 − 13.0 40,000 1
雲雀野北ふ頭岸壁 170 20 − 10.0 12,000 1
南浜大型桟橋 165 20 − 10.0 15,000 1
門脇大型桟橋 264 9 − 4.5 1,000 4

種　　　別 名　　　称 面積（㎡）

荷捌地

南浜１号〜２号荷捌地 13,730
潮見１号〜２号荷捌地 9,450
日和１号〜４号荷捌地 22,699
大手１号〜４号荷捌地 9,483
中島１号〜３号荷捌地 16,696
雲雀野１〜２号荷捌地 59,124
雲雀野北ふ頭荷捌地 8,800

野積場

大手１号〜 2号野積場 28,851
雲雀野１号野積場 32,044
雲雀野北ふ頭野積場 26,403
南浜１号〜２号チップヤード 28,605

貯木場 水面貯木場 83,900
陸上貯木場 25,080

■施設計画
区　分 計画事業量
航　路 −11m,−14m
防波堤 3230m（平成21年12月変更）

ふ
　
頭

公共 −14m1バース
−12m1バース

専用 ———
土　　地
利用計画

557ha
（うち緑地30ha）

■目標年次（平成 30 年代後半）における取扱貨物量
外　貿 400万トン
内　貿 130万トン
合　計 530万トン

所在区域 名称 施設区分 棟数 床面積（㎡）
大手ふ頭 県営大手上屋 一般上屋 1 5,998
中島ふ頭 県営中島１号上屋 一般上屋 1 2,860

設置場所 給水栓数 給水能力
中島　15,000t岸壁 3

35t/h大手　 5,000t岸壁 2
大手　 2,000t岸壁 2
中島　 2,000t岸壁 1
雲雀野中央１号ふ頭岸壁 2 30t/h
雲雀野中央2号ふ頭岸壁 2 35t/h
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国際拠点港湾

概  要
●設立／昭和29年 4 月 1日
●港湾区域告示／昭和29年5月21日
●国際拠点港湾指定／平成24年10月17日
●所在市町村／松島町
●観光港

PORT OF SENDAI

仙台塩釜港松島港区
松
島
港
区

Ｓ

Ｗ

Ｎ

Ｅ
仙台塩釜港松島港区

東北を代表する観光拠点港湾
日本三景松島を核とした観光拠点

　松島港区を含む松島湾は、緑の松に覆わ
れた大小260余の島々を有し、なだらかな丘
陵に囲まれた素晴らしい景観から日本三景
の一つとして有名である。明治35年に県内
初の県立自然公園に、大正12年に国の名勝、
昭和27年には特別名勝に指定され、多くの
観光客で賑わっている。
　松島港区は、江戸時代以前は背後地から
の米をはじめとした物資の移出拠点として
利用されたが、貞山運河の開通後は仙台と
石巻の中継港となり、明治20年東北本線が
開通すると観光港としての利用が進んだ。
　昭和29年地方港湾の指定以後、本格的な
観光港整備を開始し、航路・泊地の浚渫や
護岸及び係留施設の整備が行われた。さら
には観光船用ポンツーン（浮桟橋）の整備
を海岸前地区で昭和63年から実施し、観光

プロフィール
機能の充実強化を図っている。
　また、当地域は「国際観光モデル地区」
に指定（昭和61年）されており、本県最大
の観光地であることから、松島の景観に調
和した親水性の高い港湾空間を創出する港
湾整備を今後とも進めていくとともに、平
成４年度から松島の水質・底質を改善する
海域環境創造事業（シーブルー）を平成15
年度まで実施してきた。
　平成17年度からは、観光客の減少に対応
するため、地域再生法による認定を受け、
第１種漁港名籠漁港と連携した港湾整備を
実施している。
　平成24年10月には、東北を牽引する中核
的国際拠点港湾を目指し、仙台塩釜港、石
巻港、松島港の３港を統合一体化し、名称
が仙台塩釜港松島港区となった。これに伴

明治35年	 松島公園が県内初の県立公園に指定さ
れる。

	 （明治42年松島湾全体を県立公園用地
に編入）

大正４年	 松島公園落成記念大会開催。
大正11年	 松島電車開通。
	 （松島駅〜松島海岸駅）
大正12年	 史跡名勝天然記念物保存法に基づき名

勝に指定される。
昭和27年	 ヨットハーバー完成。
	 第7回国民体育大会のヨット競技会場

となる。
	 文化財保護法に基づき特別名勝に指定

される。
昭和29年	 地方港湾に指定される。
昭和44年	 東浜A船揚場、東浜B船揚場着手（昭

和47年完成）。
昭和48年	 地方港湾改修事業着手。
昭和62年	 海岸環境整備事業着手。
昭和63年	 県内初の小型観光船用の浮桟橋となる

海岸前浮桟橋整備着手。
平成３年	 浪打浜（人工海浜）一部供用開始（平

成6年完成）。
平成５年	 松島海岸通り浮桟橋整備着手（平成9

年完成）。
平成18年	 仙随浮桟橋整備着手（平成20年完成）。
平成23年	 東日本大震災発生（３月）。
平成24年	 仙台塩釜港、石巻港、松島港が統合し、

仙台塩釜港松島港区となる（10月）。

松島港区のあゆみ
Profile of the Port of Matsushima
Matsushima Bay is hailed as one of the three 
most scenic spots of Japan with about 260 
islands covered with green pine trees and a 
magnificent landscape surrounded by the low 
hills. Today there are about 6 million tourists that 
visit this area each year.
Port of Matsushima had been used as a 
distribution center for rice and other products 
since the pre-Edo period. After the Teizan Canal 
was constructed, the port became a transit port, 
and when the Tohoku Honsen Train Line opened 
in 1887, the port began to be used as a tourism 
port.
The full-scale maintenance as a tourist port 
began after the port was designated as a 
regional port. 
Th i s a rea was a l so des igna ted a s an 
“International Tourism Model District” in 1986. 
As this is the most famous tourist attraction in the 
prefecture, the port will be developed in keeping 
with Matsushima’s scenery. 
From FY 2005, the port was recognized in the 
Local Revitalization Act to respond to the 
decreasing number of tourists and to collaborate 
with the Nakago Fishing Port, a class 1 fishing 
port. 
In October 2012, Port of Sendai-Shiogama, 
Port of Ishinomaki and Port of Matsushima were 
integrated in order to become the leading 
international hub port in the Tohoku region.
The Ports and Harbors Improvement Plan was 
rev ised in June 2013 provided that the 
development of the port shall contribute to 
promotion of tourism and the use of the port as 
well as to increase the number of tourists to the 
region.

「令和３年宮城県観光統計概要」より
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港湾区域

う翌年６月の港湾計画改訂では、これまで
以上に観光振興に寄与し、さらなる港湾の
利用や観光客の増加が図られるよう、他の
港区との海上ネットワークの構築など必要
な整備に取り組んでいくとしている。
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仙台塩釜港（松島港区）港湾平面図

主要港湾施設（公共）
■係留施設

名　　称 延長（m） 水深（m）
松島桟橋 223 − 2.0
東浜桟橋 107 − 1.5
松島海岸通り 80m浮桟橋 80×2 − 3.0
松島海岸通り 40m浮桟橋 40×2 − 3.0
海岸前浮桟橋（1）〜（3） 38.5×3 − 1.5
海岸前浮桟橋（4） 28.5 − 1.5
海岸前浮桟橋（5） 44×2 − 1.5
浪打浜浮桟橋 24×2 − 2.0
仙随（A）浮桟橋 48 − 2.0
仙随（B）浮桟橋 48 − 2.0
松島突堤物揚場 25 − 2.0
福浦島物揚場 16×2 − 0.5
浪打浜船揚場 10 − 1.0
東浜（A）船揚場 102 − 1.0
東浜（B）船揚場 25 − 1.0
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